
７ 広報まえばし

合
計
額
九
百
億
三
千
百
十
七
万
円
、
前

年
度
に
対
し
一
・
五
％
減
と
な
り
ま
す
。

加
入
者
の
皆
さ
ん
の
健
康
を
保
持
増
進

し
て
い
く
た
め
、
引
き
続
き
適
正
な
保
険

給
付
を
行
う
と
と
も
に
、
人
間
ド
ッ
ク
の

補
助
な
ど
の
保
健
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

高
齢
社
会
に
対
応
す
る
た
め
、
老
人
医

療
費
の
適
正
な
支
出
に
努
め
、
高
齢
者
の

健
康
の
保
持
増
進
を
図
り
ま
す
。

事
業
の
活
性
化
を
引
き
続
き
推
進
し
ま

す
。
な
お
、
競
輪
収
益
金
の
一
部
は
一
般

会
計
に
繰
り
入
れ
、
福
祉
や
教
育
の
分
野

な
ど
、
市
民
生
活
向
上
の
た
め
に
使
わ
れ

て
い
ま
す
。
平
成
十
六
年
度
収
益
金
の
繰

入
額
は
合
計
で
二
億
円
を
見
込
み
、
使
途

は
右
表
の
と
お
り
で
す
。

公
園
や
墓
地
の
整
備
を
計
画
的
に
進
め

ま
す
。

農
村
集
落
の
生
活
環
境
向
上
の
た
め
に
、

本
年
度
は
荒
砥
北
部
地
区
の
管
路
工
事
や

汚
泥
再
利
用
施
設
建
設
の
た
め
の
地
盤
改

良
工
事
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
供
用
率
の

向
上
に
努
め
ま
す
。

要
介
護
の
高
齢
者
が
能
力
に
応
じ
た
自

立
生
活
を
営
め
る
よ
う
、
サ
ー
ビ
ス
向
上

や
事
業
の
円
滑
な
運
営
に
努
め
ま
す
。

企
業
会
計
に
は
、
水
道
事
業
と
下
水
道

事
業
の
二
つ
が
あ
り
ま
す
。
予
算
額
は
両

事
業
の
合
計
で
二
百
十
億
七
千
七
十
一
万

円
で
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
が
安
全
で
清
浄
な
水
を

安
定
的
に
利
用
で
き
る
よ
う
、
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
第
六
次
拡
張
事
業
、
既
存
施

設
整
備
事
業
な
ど
の
施
設
改
良
事
業
を
中

心
と
し
た
施
設
の
整
備
・
拡
充
を
引
き
続

き
進
め
ま
す
。

生
活
環
境
の
改
善
、
河
川
の
水
質
保
全

を
図
る
た
め
に
、
下
水
道
普
及
率
の
向
上

を
目
指
し
、
施
設
の
整
備
・
拡
充
や
下
水

道
施
設
の
適
切
な
維
持
管
理
に
取
り
組
み

ま
す
。

国
民
健
康
保
険

老
人
保
健

競

輪

嶺
公
園

農
業
集
落
排
水
事
業

介
護
保
険

水
道
事
業

下
水
道
事
業

予
算
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は
財
政
課
�
８
９
０
―
６
５
４
２

へ
。

特別会計の主な事業

企業会計の主な事業

〈国民健康保険〉
老人保健拠出金 55億9,851万円
介護納付金 14億3,209万円
短期人間ドック補助 2,377万円

〈老人保健〉
医療諸費 226億2,929万円

〈競　輪〉
開催経費 44億3,137万円
一般会計繰出金 2億円

〈嶺公園〉
公園整備
（墓地造成、園内整備など） 9,000万円

〈農業集落排水事業〉
荒砥北部地区管路工事など 7億2,450万円
汚泥再利用施設建設に係る
地盤改良工事 1億円
排水設備貸付金 750万円

〈介護保険〉
保険給付費 120億7,121万円
介護認定費 1億9,964万円

〈水道事業〉
配給水管維持修繕 1億8,350万円
料金関連業務委託 1億9,450万円
第６次拡張事業 6億2,050万円
施設改良費（配水管布設替えなど）11億4,769万円

〈下水道事業〉
処理場費・し尿処理費 12億3,278万円
管きょ新設事業 18億7,200万円
雨水対策費事業 3億1,000万円
（仮称）駒形中継ポンプ場建設 3億2,800万円
施設改良費（下水管布設替えなど） 2億981万円

競輪収益金の使途状況

充当項目

民間福祉施設建設補助

収益金充当額

200万円

公立・民間保育所整備 1,200万円

小中学校施設整備 1億 200万円

工科大学施設整備 2,400万円

小中学校施設整備事
業債など市債の元利
償還金

6,000万円

合　計 2億円

豊かな自然の中で遊べます（嶺公園）


